
山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
八
号
　
　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

四
〇



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
八
号
　
　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

四
一



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
八
号
　
　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

四
二



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
八
号
　
　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

四
三



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
八
号
　
　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

四
四

４
　
山
梨
県
営
地
域
振
興
事
業



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
八
号
　
　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

四
五



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
八
号
　
　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

四
六



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
八
号
　
　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

四
七



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
八
号
　
　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

四
八



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
八
号
　
　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

四
九



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
八
号
　
　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

五
〇

5
監
査
委
員
の
意
見

平
成
24年

８
月
10日

山
梨
県
知
事
　
横
　
内
　
正
　
明
　
殿

山
梨
県
監
査
委
員
　
古
　
　
屋
　
　
博
　
　
敏

同
　
　
　
　
　
　
　
中
　
　
込
　
　
孝
　
　
元

同
　
　
　
　
　
　
　
中
　
　
村
　
　
正
　
　
則

同
　
　
　
　
　
　
　
河
　
　
西
　
　
敏
　
　
郎

平
成
23年

度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計
の
決
算
審
査
に
つ
い
て

地
方
公
営
企
業
法
第
30条

第
2項
の
規
定
に
基
づ
き
審
査
に
付
さ
れ
た
、
平
成
23年

度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計
の
決
算
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

Ⅰ
審
査
の
対
象

平
成
23年

度
　
山
梨
県
営
電
気
事
業
会
計

平
成
23年

度
　
山
梨
県
営
温
泉
事
業
会
計

平
成
23年

度
　
山
梨
県
営
地
域
振
興
事
業
会
計

Ⅱ
審
査
の
手
続

平
成
23年

度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計
の
決
算
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
各
事
業
が
地
方
公
営
企
業
法
そ
の
他
関
係
法
令
に
基
づ
い
て
、
常
に
経
済
性
を
発
揮
し
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
公
共
の
福
祉
を
増

進
す
る
よ
う
運
営
さ
れ
て
い
る
か
、
決
算
書
類
が
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
か
等
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
、
決
算
書
、
決
算
附
属
書
類
、
諸
帳
簿
、
証
拠
書
類
等
に
つ
い
て

照
査
し
、
関
係
職
員
か
ら
説
明
を
求
め
、
さ
ら
に
定
例
監
査
及
び
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
を
参
考
に
し
て
審
査
を
行
っ
た
。

Ⅲ
審
査
の
結
果
及
び
意
見

各
事
業
会
計
ご
と
の
審
査
の
結
果
及
び
意
見
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
に
お
い
て
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。

（
1
）
平
成
23年

度
山
梨
県
営
電
気
事
業
会
計

意
　
　
　
　
　
　
　
見

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、
地
方
公
営
企
業
法
及
び
関
係
法
令
等
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
事
業
の
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
。

事
業
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
事
業
目
的
に
沿
っ
て
概
ね
良
好
に
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

１
　
経
営
状
況
に
つ
い
て

平
成
23年

度
の
経
営
状
況
は
、
4億
8,732万

4,461円
の
純
利
益
を
上
げ
て
い
る
。
前
年
度
に
比
べ
7,958万

74円
の
減
と
な
っ
た
が
、
総
収
支
比
率
は
116.1％

、
経
常
収
支
比
率
は
116.6％

で
あ
り
健

全
な
経
営
に
努
め
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

平
成
23年

度
の
純
利
益
が
前
年
度
よ
り
減
少
し
た
の
は
、
修
繕
費
等
の
営
業
費
用
が
7,340万

9,148円
減
少
し
た
も
の
の
、
電
力
料
収
益
が
1億
4,351万

9,815円
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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電
力
料
収
益
の
減
少
は
、
供
給
電
力
量
が
対
前
年
度
比
99.8％

と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ
た
も
の
の
、
電
力
受
給
契
約
の
更
改
に
あ
た
り
料
金
単
価
が
、
対
前
年
度
比
△
4.07％

と
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

２
　
財
政
状
態
に
つ
い
て

電
気
事
業
の
財
政
状
態
に
つ
い
て
は
、
自
己
資
本
構
成
比
率
が
88.0％

、
流
動
比
率
が
4,148.8％

と
健
全
な
比
率
を
確
保
し
て
い
る
。

今
後
と
も
経
営
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
積
立
金
の
計
画
的
な
積
み
立
て
と
適
切
な
管
理
を
行
う
な
ど
、
資
本
の
充
実
に
努
め
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
経
営
リ
ス
ク
を
軽
減
し
安
定
的
な

事
業
経
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

３
　
経
営
課
題
に
つ
い
て

公
営
電
気
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
電
力
小
売
り
の
部
分
自
由
化
が
実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
電
力
の
全
面
自
由
化
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
今
後
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
が
予
想

さ
れ
る
。

電
気
事
業
の
経
営
に
あ
た
っ
て
は
、
引
き
続
き
既
存
発
電
所
の
改
良
や
修
繕
を
計
画
的
に
進
め
る
な
ど
、
効
率
的
な
経
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
水
力
発
電
の
安
定
供

給
や
太
陽
光
発
電
等
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
一
層
努
力
さ
れ
た
い
。

な
お
、
地
域
振
興
事
業
に
対
す
る
長
期
貸
付
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
23年

度
に
4,752万

円
余
が
返
済
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
残
高
は
、
当
年
度
純
利
益
の
12倍

超
に
相
当
す
る
61億

6,885万
円
余
と

依
然
と
し
て
多
額
で
あ
る
。

長
期
貸
付
金
に
つ
い
て
は
、
回
収
期
間
の
短
縮
を
念
頭
に
、
残
高
の
削
減
が
着
実
に
図
ら
れ
る
よ
う
対
応
さ
れ
た
い
。

（
2）
平
成
23年

度
山
梨
県
営
温
泉
事
業
会
計

意
　
　
　
　
　
　
　
見

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、
地
方
公
営
企
業
法
及
び
関
係
法
令
等
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
事
業
の
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
。

事
業
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
事
業
目
的
に
沿
っ
て
概
ね
良
好
に
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

１
　
経
営
状
況
に
つ
い
て

平
成
23年

度
の
経
営
状
況
は
、
1,076万

8,947円
の
純
利
益
を
上
げ
て
い
る
。
前
年
度
に
比
べ
1,816万

2,393円
の
減
と
な
っ
た
が
、
総
収
支
比
率
及
び
経
常
収
支
比
率
と
も
に
109.0％

と
健
全
な
経

営
に
努
め
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

平
成
23年

度
の
純
利
益
が
前
年
度
よ
り
減
少
し
た
の
は
、
平
成
22年

度
に
お
い
て
、
送
配
湯
設
備
及
び
ポ
ン
プ
設
備
の
減
価
償
却
に
係
る
耐
用
年
数
の
修
正
に
伴
い
、
過
年
度
損
益
修
正
益
2,185万

7,165円
と
し
て
処
理
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
別
利
益
が
生
じ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

今
後
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
石
和
温
泉
の
宿
泊
者
数
の
減
少
な
ど
に
よ
る
給
湯
量
・
温
泉
供
給
収
益
の
低
下
や
、
給
湯
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
送
湯
管
・
配
湯
管
の
敷
設
替
工
事
な
ど
の
投
資
も
引
き

続
き
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２
　
財
政
状
態
に
つ
い
て

平
成
23年

度
の
財
政
状
態
は
、
自
己
資
本
構
成
比
率
が
98.7％

と
前
年
度
と
比
べ
0.1ポ

イ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
で
あ
る
。
流
動
比
率
は
、
9,829.6％

と
な
っ
て
お
り
前

年
度
と
比
べ
5,602.5ポ

イ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
相
対
的
に
少
額
の
流
動
負
債
の
う
ち
未
払
費
用
が
372万

円
余
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
比
率
も
健
全
な
水
準

を
確
保
し
て
い
る
。
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ま
た
、
平
成
23年

度
末
の
未
収
金
2,727万

7,251円
の
う
ち
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
温
泉
供
給
料
金
の
未
収
金
は
1,582万

2,532円
で
あ
っ
た
。

未
収
金
の
解
消
に
向
け
て
は
、
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
公
営
企
業
と
し
て
の
経
営
の
健
全
性
や
公
平
負
担
の
観
点
か
ら
も
、
法
令
等
に
基
づ
い
て
未
収
金
回
収
に
向
け
、
な
お
一

層
努
力
さ
れ
た
い
。

３
　
経
営
課
題
に
つ
い
て

温
泉
事
業
の
経
営
に
あ
た
っ
て
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
経
営
の
合
理
化
、
事
業
の
効
率
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
元
自
治
体
や
関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
、
引
き
続
き
温
泉
資
源
の
保
護

と
地
域
振
興
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
3）
平
成
23年

度
山
梨
県
営
地
域
振
興
事
業
会
計

意
　
　
　
　
　
　
　
見

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、
地
方
公
営
企
業
法
及
び
関
係
法
令
等
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
事
業
の
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
。

事
業
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
事
業
目
的
に
沿
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

１
　
利
用
者
数
に
つ
い
て

平
成
16年

4月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
の
利
用
料
金
制
を
導
入
し
、
民
間
企
業
の
参
画
を
得
た
新
た
な
経
営
・
運
営
体
制
が
発
足
し
て
8年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
施
設
全
体
の
利
用
者
数
は
、
平
成

15年
度
を
上
回
る
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

平
成
23年

度
は
、
施
設
全
体
の
利
用
者
数
は
22万

4,681人
で
、
前
年
度
と
比
較
し
2,597人

の
増
（
1.2％

）
と
2年
度
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
も
の
の
、
中
核
事
業
で
あ
る
ゴ
ル
フ
事
業
部
の
利
用
者

数
は
6,899人

の
減
（
△
13.5％

）
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
今
後
は
、
指
定
管
理
者
と
協
力
し
ゴ
ル
フ
事
業
部
の
利
用
者
数
の
回
復
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

２
　
経
営
状
況
に
つ
い
て

営
業
収
益
は
指
定
管
理
者
か
ら
の
納
入
金
等
1億
2,000万

2,603円
で
あ
り
、
営
業
費
用
は
減
価
償
却
費
や
借
地
料
等
2億
150万

6,766円
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
営
業
損
失
は
8,150万

4,163円
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
876万

1,420円
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る
ゴ
ル
フ
事
業
部
の
利
用
者
数
の
大
幅
減
少
を
考
慮
し
、
指
定
管
理
者
の
納
入
金
額
を
前
年
度
よ
り
1,000万

円
減
額
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
平
成
25

年
度
末
ま
で
協
定
を
締
結
し
て
い
る
現
指
定
管
理
者
の
経
営
状
況
を
今
後
も
注
視
し
、
営
業
損
失
の
縮
減
に
向
け
て
努
力
さ
れ
た
い
。

営
業
損
失
8,150万

4,163円
に
営
業
外
損
失
30万

6,335円
を
加
え
た
当
年
度
純
損
失
は
8,181万

498円
で
あ
り
、
総
収
支
比
率
及
び
経
常
収
支
比
率
と
も
59.5％

と
前
年
度
と
比
べ
て
4.5ポ

イ
ン
ト
悪

化
、
当
年
度
未
処
理
欠
損
金
は
34億

8,458万
5,427円

と
多
額
で
あ
る
。
純
損
失
の
発
生
を
回
避
す
る
た
め
の
方
策
を
速
や
か
に
確
立
し
、
こ
う
し
た
状
態
の
改
善
に
努
め
ら
れ
た
い
。

３
　
財
政
状
態
に
つ
い
て

平
成
23年

度
の
財
政
状
態
は
、
自
己
資
本
構
成
比
率
が
△
118.4％

と
前
年
度
と
比
べ
て
8.2ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
て
い
る
。
流
動
比
率
は
、
3,288.1％

で
あ
り
前
年
度
と
比
べ
980.9ポ

イ
ン
ト
の
増
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
流
動
負
債
の
う
ち
、
未
払
金
で
あ
る
未
払
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
が
ほ
ぼ
半
減
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
流
動
資
産
で
あ
る
現
金
預
金
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
。

ま
た
、
電
気
事
業
会
計
か
ら
の
長
期
借
入
金
は
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
に
よ
る
返
済
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
残
高
は
、
61億

6,885万
円
余
と
依
然
と
し
て
多
額
で
あ
る
。
長
期
借
入
金
に
つ
い
て
は
、

残
高
の
削
減
が
着
実
か
つ
早
期
に
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。
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